


 
 

発刊のことば 
 

 

神奈川県立体育センター

所長 藤原 三津男

 このたび、当体育センター指導研究部の平成 16年度研究をまとめた「体育センターレポート第 32号」を発刊
する運びとなりました。本誌は、指導研究部の４室（研修指導室・スポーツ科学研究室・生涯スポーツ推進室・

スポーツ情報室）が行った調査研究と、学校体育長期研修員の授業研究により構成されております。これらの

研究については、抄録のみの掲載となっておりますが、当センターのホームページに研究の全体がわかる研

究報告書を掲載しておりますので、併せてご高覧いただければ幸いと存じます。 
 体育センターは、本県のスポーツ振興の中核機関として、教職員やスポーツ指導者などの研修、スポーツの

普及啓発、スポーツ医・科学支援、調査研究、スポーツ情報の提供、学校体育・スポーツへの支援等を充実さ

せ、県民のスポーツ活動を支援してまいります。今後とも、益々のご指導、ご鞭撻を賜りますよう、お願い申し

上げます。 
 最後に、本誌の発刊に際しまして、ご協力を賜りました皆様に厚くお礼申し上げ、発刊のことばといたします。 
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【はじめに】 

本研究では、まず高等学校保健体育における学習評価及び

評価資料の活用方法について理論的研究を行い、その理論を

基に授業実践を行うことで、その成果と課題を整理すること

を目的とした。さらには、それらを基にして、各学校が学習

評価計画を作成する際に活用できる学習指導と評価の具体的

な方法を示した「学習評価ハンドブック」を作成するための

資料とすることを目的とした。 
 

【研究の方法】 

１ 理論の研究（平成15年度） 

文献研究を行い、指導と評価の一体化を主眼とした新学

習指導要領の趣旨に基づいた学習評価方法の要点と手順を

整理する。（学習評価ハンドブック理論編の作成） 

２ 授業実践（平成16年度） 

理論の研究を基に、科目「体育」（体つくり運動･バドミ

ントン）と科目「保健」（社会生活と健康）について授業実

践を行い、学習評価に関する成果と課題を整理する。（学習

評価ハンドブック、全編の作成） 

（１）学習評価に対する整理の視点 

ア 評価規準は適切であったか 

イ 評価の場面は適切であったか 

ウ 評価方法は適切であったか 

（２）授業実践の計画 

ア 日時及び実践校 

（ア）科目「体育」 体つくり運動（県立Ａ高校） 

日 時：平成16年9月24日～11月30日 

対 象： 2年生女子1クラス（22名） 

（イ）科目「体育」 バドミントン（県立Ｂ高校） 

日 時： 平成16年10月1日～12月13日 

対 象： 1年生 ３クラス１展開（24名） 

（ウ）科目「保健」社会生活と健康「環境と食品の保健」 

（県立Ｃ高校） 

日 時：平成16年10月15日～11月26日 

対 象： ２年生 1クラス（39名） 

 

【まとめ】 

１ 理論研究のまとめ（抜粋） 

（１）学習評価の基本的な考え方 

学校や教師にとっての評価は、「各学年、各学校段階

等の教育目標を実現するための教育実践に役立てるも

の」であり、生徒にとっての評価は「生徒の一人ひとりの

よさや可能性を積極的に評価し、豊かな自己実現に役立つ

ようにするもの」である。したがって、学習の評価とは、「児

童生徒のための評価であると同時に、学校や教員が進める

教育自体の評価である。」（答申）といえる。 

（２）目標に準拠した評価とは何か 

目標に準拠した評価（いわゆる絶対評価）とは、学習指

導要領に示す目標に照らして生徒の学習の実現状況を見る

評価のことである。 

生徒一人ひとりの学習展開に応じて、あらかじめ教育目

標を分析して設定した評価規準に照らして、その目標がどの

程度実現されたかを評価するものである。評価規準を事前に

設定し、日常の授業の中で直ちにフィードバックして指導や

支援に役立てることが重要である。目標に準拠した評価は生

徒の学習の実現状況を他者と比較するものではない。 

（３）具体の評価規準作成上の基本的な原則 

ア 内容のまとまりごとの評価規準で使用した用語は避け、

より具体的に表現する。 

イ 文末は、観点で特徴的な姿や学習行動を表現する動詞

（キーワード）とする。  

※上記２項目で、縦を配慮して作成する。 

→縦（教科・領域→単元→具体例の一貫性を図る） 

ウ 混乱を避けるため、観点間で同じ表現や似た表現を使用

しない。 

→横（観点間の表現の重複や紛らわしい表現を避ける） 

エ 多面的に評価するため、「おおむね満足できると判断さ

れる」状況（Ｂ）を複数の視点から設定し、それぞれに「十

分満足できる」及び「努力を要する」状況と判断できる学

習活動（方法的側面）の例を学習形態・内容等との関わり

で予測し、明らかにしておく。 

→高さ（同じ軸で質の高まりを表現する） 

 

(○○をもとに) 

○○について、 ○○したり、○○したりして、  ○○している 

 

１学習内容   ２探求行動(方法的側面)    ３観点に特徴的な動詞 

          （○○をもとに） 

○○について  ○○したり、○○したりして   ○○している 

＊学習指導要領・解説から      ＊学習形態、方法等の関わりから具体的に       *観点ごとのキーワードで、他の観点と重複しない 

 
(○○をもとに)       (○○している) 

○○について、 ○○したり、○○したりして(も)、 ○○にとどまっている 
＊教師や仲間の働きかけ･支援などを具体的に  ＊できるだけ否定形でなく 

評価 
規準 
Ｂ
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きる子ども
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の一例 
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一例 

図１ 学習活動における具体の評価規準の構造（文部科学省 戸田芳雄） 



 

                       

 

 

 

 
図２ 評価規準作成の手順 

 

２ 理論を踏まえた授業実践のまとめ 

（１）具体の評価規準の設定について 

数量的な達成、到達の度合いを指す｢基準｣ではなく、学

習指導要領の目標に照らした実現状況、即ち新しい学力観

に立って生徒が自ら獲得し、身に付けた資質や能力の質的

な実現状況とすることを、まず大前提とする。 

  評価規準の設定は国立教育政策研究所の資料に示されて

いる内容を参考にするが、その内容や捉え方も改善されて

きている。それらを踏まえつつ、各学校において、それぞ

れの種目･領域ごとに３年間を見通した学習内容と評価規

準を系統性に留意し、計画的に設定することが必要になる。 

（２）評価の場面の妥当性 

 効果的に評価結果を指導に生かしていくためには、評価

結果をフィードバックできるサイクルを成立させる場面

設定が必要である。具体的には事前に評価情報を観点別に

整理し、学習の活動状況を見取っていく場面を設定する。 

  あらかじめ計画する評価に関しては、指導の流れに準拠

するとともに、評価に追われない適正な、評価場面（回数

等）を設定する。 

生徒の変容に合わせてその都度行う評価については、即

応性が求められる。場合によっては、学習後に補充指導が

必要な場合も考えられる。 

（３）評価方法の妥当性 

授業実践では、一つの評価規準について複数の方法を用

いて評価することによって、より詳細に見取ることができ、

個に応じた細かい指導ができたが、非常に労力が必要であ

った。最も有効な方法･場面という観点で精選し、実際の

指導の状況に即した方法及び回数等を設定する必要があ

る。 

また、忘れてはならないことは、ねらいの明確化が、合

理的で簡便に評価を行う上で基本であるということであ

る。生徒にどのような力を付けさせるのかを明確にするこ

とによって、初めて言葉で表される規準、場面、方法等が

具体化する。さらに、学習中に生じる課題をあらかじめ想

定し、事前に手立てを考案しておくことができる。周到な

評価計画を立てることが、よりよい評価を行うために重要

である。 
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（具体的な手だて）を併せて「学校目標等」を設定する。そし
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に、保健体育科の特性に応じて目標を設定する。

この目標達成に向けて、学習を展開する。 

※ 保健体育科の目標を達成するために、保健・

体育の特性、適時性、学習の順序性等を考慮し、

それぞれの学年別に目標を設定する。 

※ 各学年の目標を達成するために、学習の順序

性や領域等の特性を考慮し、領域・単元の目標

を設定する。 

※ 領域・単元の目標を達成するために、毎時間
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児童生徒の体力・運動能力と生活実態に関する研究 
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キーワード：運動習慣 生活習慣  

 

【はじめに】 
社会環境や生活様式の変化などにより、運動の機会の減少

や生活習慣の乱れが生じ、児童生徒の体力・運動能力は長期

的低下傾向にある中、平成 14年９月に中央教育審議会より、
｢子どもの体力向上のための総合的な方策について｣の答申が

出された。 
この答申では、体力は人間の発達・成長を支え、創造的な

活動をするために大切な役割を果たすものであり、将来を担

う子どもの体力を向上していくことは、わが国の将来の発展

のためにも重要な課題であるとしている。また、児童生徒の

体力の向上を図るため、子どもの頃から体を動かし、運動に

親しむことや望ましい生活習慣を確立することの必要性を述

べている。 
神奈川県においても、児童生徒の体力・運動能力調査を基

に、児童生徒の体力と運動習慣の関連性について研究するこ

とにより、今後の児童生徒の体力向上に資すると考えた。 
 

【方法】 
１ 研究内容 
（１）運動実態と体力・運動能力 
（２）運動習慣と体力・運動能力 
（３）朝食摂食状況・睡眠時間・テレビ視聴時間と運動習慣 
（４）朝食摂食状況・睡眠時間・テレビ視聴時間と体力・運

動能力 
２ データの概要 
（１）平成15年度児童生徒体力・運動能力調査 
  （保健体育課による） 
（２）調査期間 
   平成15年４月～平成15年７月 
（３）標本数 

小学校児童男女      N＝11,300 
中学校生徒男女      N＝ 7,250 
全日制高等学校生徒男女  N＝ 9,385 

（４）内容 
ア 新体力テスト結果 
イ 生活実態調査結果 

３ 研究期間 
平成16年４月～平成17年３月 

４ 研究方法 
（１）文献研究 

（２）集計・処理 
ア 生活実態調査のクロス集計：カイ二乗検定 
イ 体力・運動能力と生活実態調査のクロス集計：ｔ検

定及び一元配置分散分析 
（３）結果の分析・考察 
（４）まとめ 
 
【結果と考察】 
生活実態調査の中で、運動実態に関する内容（運動実施頻

度、運動実施時間、運動部・地域スポーツクラブへの所属状

況）について分析したところ、運動・スポーツの実施頻度（以

下実施頻度）については、小学校では、「週１～２日程度」が

最も多く、中学校・高等学校では、「週３日以上」が最も多か

った。また、1 日の運動スポーツ実施時間（以下実施時間）
については、小学校低学年で「２時間以上」が少なく、「30
分未満」の割合が多かった。高等学校においては、「２時間以

上」行う生徒と「30分未満」の生徒の割合が多く、実施時間
に二極化がみられた。 
運動部・スポーツクラブへの所属状況（以下所属状況）に

ついては、小学校低学年から中学校まで、学年が進むにつれ

て増加していたが、高等学校になると大きく減少していた。 
実施頻度と実施時間について、新体力テストの項目ごとに

調べたところ、実施頻度が多いほど、また実施時間が長いほ

ど、平均値が高いことがわかった。さらに詳細に見ていくた

め、表 1に示したとおり、実施頻度と実施時間を掛け合わせ
たものを運動習慣として定義して、分析した。結果は以下の

とおりである。 
表１ 運動習慣 
運動習慣あり・・・実施頻度が週３日以上且つ実施時間 

30分以上 
運動習慣なし・・・上記以外 

18.5%

26.5%

29.1%

61.1%

39.5%

81.5%

73.5%

70.9%

38.9%

60.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

小学校低学年

小学校中学年

小学校高学年

中学校

高等学校

運動習慣あり 運動習慣なし  
図１ 運動習慣 
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図１より、小学生の運動習慣については、学年期が上がる

につれて、徐々に「運動習慣あり」が増え、中学校において

は、60％を超えていたが、高等学校では減少していた。   
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図２運動習慣と所属状況 

図２より、運動習慣と所属状況についてみたところ、「運動

習慣あり」の児童生徒の方が、運動部・スポーツクラブに「所

属している」割合が多かった。特に、中学校・高等学校にお

いては、「運動習慣あり」の約 90％が運動部やスポーツクラ
ブに所属しており、運動習慣に大きく影響していることがわ

かる。 
次に、新体力テストの平均値を比較した。特に、全身持久

力の指標となる「持久走」や「20ｍシャトルラン」、また、筋
力・筋持久力の指標となる「上体起こし」などで平均値に差

がみられた。運動習慣の影響は、男子よりも、女子に強く出

ていた。また、「運動習慣あり」の平均値が上昇しつづけるの

に対し、「運動習慣なし」は停滞または、低下する傾向がみら

れるものもあった。図３、４はこのような傾向が顕著な例で

ある、20ｍシャトルランと運動習慣の結果である。 
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     図３ 運動習慣と20ｍシャトルラン【男子】 
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     図４ 運動習慣と20ｍシャトルラン【女子】 

次に、運動習慣と朝食摂食状況、睡眠時間、テレビ視聴時

間の関連性についてみてみた。朝食摂食状況と運動習慣の関

係については、高等学校において差がみられた。運動習慣と

睡眠時間、テレビ視聴時間については、運動習慣のあるなし

で大きな差はみられなかった。 
また、朝食摂食状況、睡眠時間、テレビ視聴時間について

新体力テストとの関係をみたところ、朝食摂食状況、睡眠時

間、テレビ視聴時間において、全学年を通じて顕著な差がみ

られたものはなかった。しかし、中学校・高等学校において、

朝食摂食状況で、「毎日食べる」が「時々食べない」「食べな

い」に比べ新体力テスト測定項目の平均値が高くなる傾向が

みられた。特に、図５，６に示すとおり、「持久走」や「20
ｍシャトルラン」について差がみられた。また、テレビ視聴

時間では、「３時間以上」において平均値が低くなる傾向がみ

られた。 

 
図５ 朝食摂食状況と20ｍシャトルラン【男子】 
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図６ 朝食摂食状況と20ｍシャトルラン【女子】 
【まとめ】 
実施頻度と実施時間が満たされることによって、体力・運

動能力の向上につながることから、体力・運動能力の向上の

ためには、運動やスポーツを週３日以上、１日30分以上行う
必要があることが認識できた。このことから、小学校におい

ては、外遊びなど運動の機会を増やすことが、また、中学校・

高等学校においては、運動部やスポーツクラブに所属しない

生徒の運動やスポーツでの運動量をいかに確保していくかと

いうことが課題として挙げられる。 
また、朝食摂食状況・睡眠時間・テレビ視聴時間について

は、体力・運動能力に対して明らかに影響しているとはいえ

なかった。しかし、朝食においては一部影響がみられたこと

から、体力・運動能力の向上や健康維持のためには、望まし

い生活習慣を確立していくことが必要であると考えられる。 



  

神奈川県が推進している「3033 運動」による健康・体力つくりに関する研究 
（２年継続研究の１年次） 

スポーツ科学研究室 幸田隆 

研究アドバイザー 横浜国立大学 落合優 神奈川工科大学 高橋勝美 
 

キーワード：3033運動、運動習慣、体力、意識 

 

【はじめに】 

平成12年９月に文部科学省から告示された「スポーツ振興基

本計画」には、スポーツ振興施策の展開方策が示されており、

そのうちの「生涯スポーツ社会の実現に向けた、地域における

スポーツ環境の整備充実方策」において、「できるかぎり早期

に、成人の週１回以上のスポーツ実施率が２人に１人（50パー

セント）となることをめざす。」という具体的な数値が政策目

標の一つに示されている。その施策展開としては、「成人の２

人に１人が毎週スポーツを行うような生涯スポーツ社会の実

現に向けて、国民一人一人が自らの関心や体力に応じて、スポ

ーツを生活文化として日常生活の中で行うことにつながるキ

ャンペーンを実施する。」こととしている。 

 それに先駆け神奈川県では、「新総合計画21」において、2001

年（平成13年）を「希望の年」として位置づけ、年間を通じて

「生涯スポーツフェスティバル」を開催し、その中で１日30分

間、週３日、３ヶ月間、継続してスポーツを行う「3033運動」

スポーツ啓発キャンペーンを展開した。そして「生涯スポーツ

フェスティバル」終了後もその普及・啓発キャンペーンを継続

している。 

 平成16年３月には新しい県の総合計画「神奈川力構想・プロ

ジェクト51」が示され、「文化芸術・スポーツを楽しむ環境づ

くり」の実施計画に、「成人の週１回以上のスポーツ実施率を

2006年（平成18年）までに41パーセントにする」施策目標が掲

げられた。「3033運動」などの普及・啓発事業を推進すること

によって、現在は全県的な健康・体力つくりの推進体制の整備

を進めている。 

  このように「3033運動」は、全国に先駆けたスポーツ実践啓

発のキャンペーンとして注目に値する。この運動が、県民に広

く普及し、生活に定着することによって、スポーツ実施率は上

昇し、県の施策目標達成の一助となり、また、県民の健康や体

力が向上し、生涯スポーツ社会の実現に向け、県民に心豊かな

くらしが創造されるようになるものと期待される。 

 よって本研究は、神奈川県が推進している「3033運動」に着

目し、県内のあまり運動習慣のない中高齢者の方に「3033運動」

を実践してもらい、運動やスポーツの習慣化が計られるか、ま

た、心身にどのような効果があるかどうかを検証することにす

る。それにより、実践者には運動やスポーツによって及ぼされ

る効果が体験でき、運動やスポーツをすることに対する認識が

深められ、運動習慣が定着し健康的な生活が実現されるものと

考える。 

 本研究を通じて「3033運動」の実践が、県民全体の健康や体

力の向上に資するものとしてさらに広く普及することを願う。 

 

【方法】 

１ 研究期間：平成16年４月～平成18年３月 

 （本年度は２年継続研究の１年次） 

２ 対象：県内在住または在勤の方で、30歳から65歳 

までのあまり運動習慣のない方 

各期12名 ５期 計60名 

３ 募集方法：“「3033運動」で行う健康増進指導” 

のモニターとして公募 

４ 調査内容及び方法 

  応募したモニター（以下「実践者」という。）に「3033運

動」ノートを配布し、事業の趣旨、実践内容、実践方法等に

ついて十分な理解を得た後、「3033運動」の実践をしてもら

うとともに、事前、中間、事後において各種測定及びアンケ

ート調査を行う。 

（１）「3033運動」の実践 

   実施期間を13週間とし、開始１週間はそれまでの運動を

あまりしない生活を継続し、その後12週間は「3033運動」

を実践する期間とした。開始１週間で現状の運動量を認識

してもらい、その後の運動状況についての目標設定後、12

週間の「3033運動」を実践してもらうよう啓発した。 

   なお、「3033運動」の実践は、強制的に運動プログラム

に参加させるものではなく、あくまでも実践者の主体性に

より、生活の中に意識して運動する機会を増加させようと

するものであり、これまでよりも意識されて行われた運動

が、すべてそれに含まれることになる。 

（２）運動習慣定着への試み 

   13週間に渡り生活活動量の計測を行い、実践者がそれを

一日ごとに記録することによって、実践者自身が生活にお

ける運動量を認識し、運動する意欲が日々継続されるよう

に試みた。また、運動指導を期間中３回、開始時、中間時

（６週後）及び終了時に臨床的に行ったほか、計３回電話

による「3033運動」の実践状況の確認と運動指導を行った。 

（３）生活活動量の記録と評価 

      生活活動測定機から、一日ごとに総エネルギー消費量、

運動量(kcal)、歩数を記録した。また、運動の内容（持久

力、柔軟性、筋力、その他）ごとに運動時間を記録し、一

日の運動時間の合計が30分以上であるかどうか、30分以上

実践した日が１週間に３日以上あるかどうかを（○・×）

で評価した。生活活動測定機に記録されないような運動を

実施した場合は、その内容と実施時間を備考に記録した。       

（４）健康・体力面の意識調査 

   実施期間の初日と最終日にアンケートを実施し、健康・

体力面の意識の変容、及び運動習慣の定着具合とその理由

について調査した。 

（５）体力等の測定 

      「3033運動」の開始時と中間時（開始６週間後）、終了

時に、形態、体組成の計測と体力測定を行った。体力測定

は、体力要素を測定する基礎体力テストと日常生活におけ

る機能性を測定する生活体力テストとして実施した。 

   内容については以下のとおりである。 

  ア 形態、身体組成の計測 

    身長・体重・基礎代謝・筋肉率・体脂肪率・ 

ＢＭＩ・内臓脂肪レベル・体年齢 

      （分析にあたっては筋肉率と体脂肪率を用いる） 

  イ 基礎体力の測定 

    持久力：ＰＷＣテスト 

筋力：握力テスト 

        筋力・筋持久力：30秒上体起こしテスト 

        柔軟性：長座体前屈テスト 

瞬発力：脚伸展パワーテスト 

        敏捷性：座位ステッピングテスト 



  

ウ 生活体力測定 

    立ち上がり動作：両足片足立ち上がりテスト 

    移動動作：大股10歩テスト（30～49歳） 

移動動作：10ｍＳ字歩行テスト（50歳～65歳） 

家事動作：ハンガー掛け替えテスト 

身辺動作：縄くぐりテスト 

転倒回避力：ファンクショナルリーチテスト 

転倒回避力：足関節可動域テスト 

（６）メディカルチェック 

      ３回の体力等の測定の開始直前に、血圧・脈拍測定及び

ドクターによる問診、医事相談を実施した。問診の結果、

体調不良の場合は、測定可能項目のみを実施した。 

 

【結果と考察】 

１ 属性および実践状況 

  第Ⅰ期と第Ⅱ期について実践した。第Ⅰ期に途中から辞退

者１名、第Ⅱ期に開始時に辞退者１名がいたため、実践者数

は22名となった。年代と性別の属性は表１のとおりであった。 

表１ 年代および性別 

 30代 40代 50代 60代 合 計 

男性  0名  0名 2名  2名  4名 

女性  4名  2名 8名  4名 18名 

合計  4名  2名 10名 6名 22名 

 

  生活活動量の記録が信頼できるものであるかどうかの確

認を行った結果、実践者22名中19名の記録は信頼できるも

のであった。 

  記録が信頼できると判断した19名のうち、期間中の「3033

運動」の実践状況は表２のとおりであった。  

         表２ 実践状況 

全期間を実施した （全12週） 10名 

半分以上を実施した（6～11週） 6名 

半分以下を実施した（1～5週） 3名 

 

    データ分析にあたっては、実践者22名中事後測定未実施

者１名を除く21名を対象とした。測定日に体調不良、怪我、

服薬があり、データに影響すると判断した場合には、測定

項目ごとにそのデータを除去した。また、ＰＷＣテストで

上限値を超えたものはデータから除去した。足関節可動域

テストの第Ⅰ期については、途中から測定方向を変更した

ためデータから除去した。 

  なお、本研究は２年継続研究の１年次に当たり、計画され

たデータ数が確保されていないため、今回はデータの分析に

平均値と標準偏差を示すのみとし、統計分析は行わずにデー

タの比較を行い、現在までの傾向を把握した。 

２ 形態・体組成 

  筋肉率・体脂肪率の平均値について事前・中間・事後で比

較したところ、変化は認められないようであった。その他の

項目については比較したかった。 

３ 基礎体力テスト 

すべての項目の平均値について事前・中間・事後で比較し

たところ、持久力（ＰＷＣ）、 筋力・筋持久力（30秒上体

起こし）、柔軟性（長座体前屈）、瞬発力（脚伸展パワー）、

敏捷性（座位ステッピング）で記録が十分に向上している可

能性があった。筋力（握力）はやや向上している可能性があ

った。 

４ 生活体力テスト  

  すべての項目の平均値について事前・中間・事後で比較し

たところ、立ち上がり動作（両足片足立ち上がり）、移動動

作（大股10歩・10ｍＳ字歩行）、家事動作（ハンガー掛け替

え）、身辺動作（縄くぐり）で記録が十分に向上している可

能性があった。転倒回避力（ファンクショナルリーチ・足関

節可動域）については、記録が十分に向上している可能性は

認められなかった。 

５ 健康・体力面の意識 

  自分の健康・体力に対する自覚などについて、事前・事後

で比較したところ、健康への自覚、体力への意識、肉体的な

疲労感、体力の衰え感、便秘の症状、充実感、爽やかさ、転

倒や捻挫のしやすさ、階段の昇り降りが楽にできる、の項目

で意識が十分に向上・改善している可能性があった。精神的

な疲労感やストレス、不眠の症状、食欲不振感、若々しさ、

やわらかい動きができる感、の項目でやや向上・改善してい

る可能性があった。 

６ 運動習慣の定着について 

  運動習慣の定着意識について、事前（習慣がつくと思う）

と事後（習慣がついた・習慣が続く）で調査したところ、図

１のようであった。 
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図１ 運動習慣の定着意識 

 

このことから、３ヶ月に渡る健康増進指導によって大方の

人に運動習慣を定着させることができるが、運動習慣が定着

したとあまり思わない者が１割程度でる可能性もある。しか

し、健康増進指導を通じた「3033運動」の普及・啓発活動に

より実践者に運動習慣が定着し、その後も運動を継続してい

く可能性が高そうである。 

  運動習慣の定着・継続の理由としては「意識改革になっ

たから」「気軽で、無理なく、楽しくでき、生き甲斐を持

てたから」「運動による効果があったから」「健康・体力

を維持したいから」「運動するきっかけができたから」「運

動習慣を定着することができたから」などであった。 

 

【まとめ】 

基礎体力や生活体力の身体面は、危険回避力を除き「3033運

動」により向上したといえそうである。ただし、３ヶ月の取り

組みでは形態・体組成の変容には至らないことからすると、３

ヶ月間での運動では生活習慣病の予防や改善に、直接的即効的

に効果をあげるわけではないことが予想される。精神面に対し

ても具体的な効果を及ぼし、健康や体力を高めたといえそうで

ある。また、運動習慣は以下の順により効率良く形成されると

いえそうである。①きっかけをつくる。②実際に運動に取り組

む。③効果や楽しさを実感する。④意識改革をはかる。⑤健康

や体力を維持しようとする態度が形成される。⑥運動を継続し

ていこうと思う。



 

スポーツ関係ＮＰＯ法人実態調査 

～県内における活動状況について～ 

 

生涯スポーツ推進室 加藤木 紳克 

 

キーワード：スポーツ関係ＮＰＯ法人、協働 

 

【目的】 

本県を取り巻く環境は、少子・高齢化やライフスタイルの

多様化など、大きな時代の変動期にあり、スポーツの分野に

おいても、既成の体制や価値観の再検討が求められています。 

 こうした中、社会貢献を行う市民団体の意義や役割の重要

性が高まり、スポーツ組織・団体そのものにも変化が生じて

います。 

 特に、平成 10 年に「特定非営利活動促進法」（ＮＰＯ法）

が施行されて以来、特定非営利活動法人（以下、「ＮＰＯ法人」

という。）が神奈川の新しい力として注目されています。 

 本調査では、神奈川県知事の認証を受けたＮＰＯ法人の中

で、各法人の定款の項目に「スポーツ・レクリエーション等に関

する記載がある団体」を「スポーツ関係ＮＰＯ法人」と定義して

います。 

 本県では、先駆性、専門性や行動力を持った多彩なＮＰＯ

法人が、公益を目的とした活動に対して活発に取り組んでい

ます。特に、新たな住民ニーズが発生しているにも関わらず、

その対応のための組織やしくみが整備されていない諸課題に

ついて、多くのＮＰＯ法人が、自らその解決についての役割

を担っています。 

 こういった現状を踏まえた上で、今後、豊かなスポーツラ

イフの確立に向けた取り組みを進めていくためには、行政や

スポーツ関係ＮＰＯ法人が協働し、各々の特性や資源を生か

しあって事業に取り組むことが重要になると考えます。 

 そこで本調査は、スポーツ関係ＮＰＯ法人の特性について

調査することにより、行政や民間企業とスポーツ関係 

ＮＰＯ法人とが協働し、豊かなスポーツライフを確立するた

めの参考に資することを目的に実施しました。 

 

【方法】 

平成16年７月１日現在で、神奈川県知事の認証を受けてい

るスポーツ関係ＮＰＯ法人 80 団体へのアンケート調査を実

施し、文献等からの参考資料との比較、特に、本調査では平

成 13 年に財団法人笹川スポーツ財団が全国のスポーツ関係

ＮＰＯ法人を対象に実施した「スポーツＮＰＯ法人に関する

調査報告書」（以下、「全国調査」という。）の結果との比較に

より本県の団体の特性を分析しています。 

なお、アンケート調査の回答数は27、回収率は33.8％でし

た。 

【結果及び考察】 

１ スポーツ関係ＮＰＯ法人の活動特性 

本県のスポーツ関係ＮＰＯ法人は、「法人格申請以前か

ら活動していた」団体が多く、現在実施している活動とし

ては「スポーツ大会や教室の開催」、「会員などによる実際

のスポーツ活動」といった、いわゆる「する」スポーツを

中心に活動している団体が多い傾向でした。 

また、そうした基礎的な活動ベースを持った団体が法人

化されているケースが多く見られました。 

今後取り組みたい活動として挙げられているものは、

「指導者相互のネットワークづくり」や「調査・研究」と

いった「ささえる」スポーツを挙げている団体が多い傾向

でした。 

今後も取り組む計画のないものとしては「施設・設備の

管理（受託含む）」や「スポーツを通じた国際交流」などの

事業を挙げている点に特徴が見られました。 

 

２ スポーツ関係ＮＰＯ法人の組織特性 

  事務局スタッフが１～３名の団体が半数以上を占めてお

り、専任・非専任に関わらず有給でのスタッフ（専任は週

30 時間以上、非専任は 30 時間未満の雇用）は約半数の団

体が雇用できていない状況でした。 

また、役員（理事・監事）や正社員（正会員）、準社員（非

会員・利用会員等）なども含め、団体のスタッフ数は少な

めでした。 

  団体の活動費については、全体の８割が年間1000万円未

満の収入規模で、そのうち 100 万円未満が１／４を占めて

おり、小規模な傾向でした。 

  また、全体の８割が寄付金収入を得ておらず、補助金や

助成金収入の占める割合が多くなっています。 

支出に関しては、100 万円未満が４割を占めています。

特に人件費では７割以上の団体で支出がなく、ボランティ

ア的な関わりによって、組織が維持されている状況が伺え

ました。 

  団体の事務所は「役員の個人宅」においている割合が半

数以上を占めており、「事務所の所有」や「公共施設の中に

設置」している団体はありませんでした。 

活動拠点については、使える場所のある団体が９割以上

を占め、特に本県の団体の特徴としては、民間（企業）施

設を有効に活用している点であり、学校施設を利用してい

る割合は少ない状況でした。 



 

３ スポーツ関係ＮＰＯ法人の分類 

  スポーツ関係ＮＰＯ法人を現在実施している事業の内容

により「活動系」、「事業系」、「施設系」、「サポート系」、 

「情報系」の５つに区分し、それぞれの活動をあてはめて

みたところ、単独の分類では「活動系」に区分できる団体

が約２割で、最も多くなっていました。 

しかし、５つの区分のうち、特定の系統への分類が困難

な「その他」や複数の系統にまたがった活動をしている「複

合系」の団体がそれぞれ３割近くあり、スポーツ関係ＮＰ

Ｏ法人は単一のくくりではカバーできない多様な活動を行

っている状況が伺えました。 

 

４ スポーツ関係ＮＰＯ法人との協働 

  スポーツ関係ＮＰＯ法人は、他の団体や機関と協働を図

っていくことで、自らの団体の事業拡大や情報収集、社会

的認知の向上などがもたらされることを期待して、法人格

を取得した様子が伺えました。 

行政や民間（企業）との協働では、「活動場所の提供」と

いった項目が多く、特に本県の団体の場合には、民間企業

との協働が多い傾向が見られました。 

しかしながら、行政との協働は、３割以上の団体が「特

に関係ない」といった回答でした。 

  他のスポーツ関係ＮＰＯ法人相互の協働については、

「イベント等の企画・開催」や「指導者やスタッフの人材

派遣」といった、現在行っている活動や今後実施の予定が

ある活動での協働を望む傾向が見られました。 

 

５ スポーツ関係ＮＰＯ法人の情報収集 

  スポーツ関係ＮＰＯ法人が必要とする情報は「補助金な

どの取得について」や「イベント、セミナーの開催につい

て」という回答が多く、情報収集の目的では「各種事業へ

の活用を図るため」「スタッフなどの人材育成・教育のた

め」「団体の活動資金を調達するため」「事業についての評

価を行うため」という回答が多くありました。 

情報収集の媒体としては約８割の団体でインターネット

を活用している状況が見られました。 

高速化、大量化する情報の中で、スポーツ関係団体がどの

ような情報を欲しているか、また、市民がＮＰＯ法人に対し

てどのような情報を欲しているのか、そうした視点でスポー

ツ関係ＮＰＯ法人や行政、民間のネットワークを構築してい

くことが重要なのではないかと考えます。 

 

６ 今後のスポーツ関係ＮＰＯ法人像について 

  専従スタッフに期待する業務内容としては、「事務的な業

務」に対して手腕を発揮してもらいたいとの回答が多い傾向

が見られました。 

一方、社員（正会員）に期待する業務内容としては、「ス

ポーツ競技の指導」が多く、「事業・企画づくり」は少ない

といった特徴が見られました。 

また、組織の充実や事業の拡大に必要なものとしては、団

体としての目標設定や社員（正会員）としての役割やメリッ

トの明確化、活動資金の獲得などを重視している傾向が伺え

ました。 

今後は、スタッフの人材育成、活動費の調達、活動拠点

の確保を通じて、いかに社会にアピールできる活動をして

いくか、また、行政、民間、他団体といかに上手く協働路

線をとっていくか、といった視点がスポーツ関係ＮＰＯ法

人の方向性を定めていくことになるのではないかと考えま

す。 

 

【まとめ】 

今回、県内のスポーツ関係ＮＰＯ法人を対象に、その活動内

容を掌握するためにアンケート調査を実施しましたが、アンケ

ートの回収率が低かったこと、スポーツ関係ＮＰＯ法人に特化

した先行研究の具体事例が少ないことなどから、本県における

スポーツ関係ＮＰＯ法人の特性を見出すまでに至りませんで

した。しかし、全国調査との比較により、大まかな傾向は捉え

たと考えます。 

今後のスポーツ振興を考える上で、スポーツ関係ＮＰＯ法

人や行政、民間、他団体がどのような役割や責任を分担して

いくのかといった協働の視点は、今後ますます重要なものと

なっていきます。 

 そこで、こうした視点を実現して行くためには、スポーツ

関係ＮＰＯ法人が協働していく団体の下請け的な存在とな

るのではなく、あくまでも対等な関係で、スポーツ関係ＮＰ

Ｏ法人として、地域住民のニーズに即した柔軟なサービスを

提供することが必要であると考えます。 

 特に県や市町村などの行政が、スポーツ関係ＮＰＯ法人の

活用方策について明確にしておくとともに、対等なパートナ

ーシップを構築していくための役割分担や相互協力の内容

を協議していくことが最重点課題であると感じています。 

 本県の総合計画である「神奈川力構想・プロジェクト51」

の戦略プロジェクト「ボランタリー活動の推進」の中で、「Ｎ

ＰＯなどとの協働・連携による公的サービスの推進」として

構成事業化され、平成16年の10月には「ＮＰＯ等との協働

推進指針」が策定されています。 

また、本県のスポーツ振興指針である「アクティブかなが

わ・スポーツビジョン」の中でも、システムプロジェクトの

中長期的な取り組みの中で、「スポーツ関係ＮＰＯ等との協

働の促進」を掲げています。 

 そうした状況なども踏まえながら、協働についての話し合

いや協議の土俵づくりをしていくことが必要であると考え

ます。 

 



ＩＴを活用したゲーム分析支援プログラムの開発 
～バスケットボールのゲーム分析支援～ 

 

                            スポーツ情報室 岩田幸男 加藤真男 三木英正 
 
【はじめに】 
 近年の著しい情報通信技術の進展はめざましく、ＩＴが生活

の中にすっかり定着してきている。そのような中、新学習指導

要領では、生徒がコンピューターや情報通信ネットワークなど

の情報手段を積極的に活用できるようにするための学習活動

の充実に努めることを新たに示した。このことから、各教科で

教育用コンテンツの充実が図られている。体育では動画を取り

入れたコンテンツが「教育情報ナショナルセンター」を中心に

配信されているが、「ゲーム分析」に関するコンテンツが皆無

である。そこで、ＩＴを活用し、生徒の関心が高いと思われる

部分をデータとして表し、ゲームを客観的に捉えることで「自

己の運動技能の把握」「チーム課題発見や課題解決に向けた思

考判断」「知識理解を深める動機付け」となるプログラムの開

発に取り組んだ。 

 

【研究方法】  
１ 先行研究のレビュー 
２ 中・高校生を対象としたプログラムの作成 
３ 授業において活用実践  
４ 授業活用への妥当性の検討と収集データの正確性を調査 
５ プログラムの修正 
 
【試作プログラムによる授業実践】 
研究協力校（Ａ高校 男子14名、Ｂ高校 女子37名）で授
業実践を２回実施した。Ａ校の１回目の実践では、予想した以

上にプレー・プレーヤーのアナウンスができ、さらに入力者と

の連携も良く、ゲームの初めは比較的スムーズに入力できてい

た。しかし、ゲーム記録の入力画面をディフェンスとオフェン

スに分けたので、ディフェンスとオフェンスの区別が付けにく

い状況が見られ、領域入力が無い状況ができてしまった。さら

に、プレーヤー入力の際には、入力画面上のプレーヤー記号が

離れすぎていたこと等の理由でアナウンスから入力までの間

にタイムロスができてしまった。Ｂ校では、ボールに人が集ま

りやすくゼッケンやプレーが見えにくいため、プレー・プレー

ヤーのアナウンスが難しかった。予想していた以上にプレー・

プレーヤーの入力と領域入力とのタイミングが合わなかった。 
プログラムに修正を加えたＡ校での２回目の授業実践では、

１回目よりアナウンス、入力係ともスムーズに行えた。入力画

面の修正により、プレーヤー入力のマウス操作範囲が小さくな

り、アナウンスより遅れての入力やディフェンスからオフェン

スに切り替わる場面での入力ミスも減少した。ゲーム終了後の

分析・整理から学習カード等の印刷もエラーが出ることもなく

スムーズに処理できた。振り返りでは、学習カードへの記入も

前回に比べ多く、ゲームの状況を把握していたり、課題を発見

し、その解決方法について話している様子も伺えた。しかし、

チーム全体のゲーム状況の把握には、どのような状況が良く、

どのような状況が良くないかを理解できるような図・表・グラ

フをさらに工夫し提示する必要があると感じられた。Ｂ校では、

入力作業を３ペアに増やしたが、入力ペアの息が合わず上手く

データ入力ができなかった。 
 A校2回目のゲーム記録の正確性についてビデオ撮影した映
像とゲーム記録を比較したところ８割は正しく記録されてい

た。 
 
【結果と考察】   

今回の研究を通してＩＴを活用したゲーム記録方法につい

ては先行研究が少なく、さらにＩＴを活用した体育授業におい

てのゲーム記録方法について研究報告は見あたらなかった。し

たがって、まず体育授業におけるバスケットボールの技術指導

法とゲーム記録法について文献を調べることから始めＩＴを

活用した「わかりやすい授業」が展開できるよう新たにプログ

ラムを開発した。このプログラムにより、多くのデータを短時

間で分析・整理し生徒に分かりやすい図・表・グラフとするこ

とで、ゲームにおける状況や課題発見、課題解決に役立つと思

われる。そして、さらに改善し「より使いやすく」、「より分か

りやすい」データを示すことで学習を深めることに役立つと考

えられる。先生方がこのプログラムを基礎としてさらに使いや

すい、効果的なプログラムを作成し、子供たちに還元できるよ

う期待している。また、本プログラムとバスケットボール等の

動画コンテンツを研究成果としＨＰ公開したいと考えている。 

 

【まとめ】 
生徒にとって入力作業は思った以上に難しかった。ゲームを分

析・整理した図・表・グラフは、学習活動に役立つが、その利

用方法や表現等の工夫が必要である。データの信頼性や入力ミ

スの修正等は課題として残るが、総合的にゲーム状況の把握や

課題発見に有効であると評価されたのではないか。今後の課題

として今回のプログラムは、結果としての事実を表したもので、

誰がゴールしたとか、コート上をどのように経由したかなど攻

撃のみに限定されている。なぜその領域を使って攻撃したのか、

どのような方法を用いてシュートに持ち込めたかを把握する

には不十分である。そのためには、プレーヤー一人ひとりにセ

ンサーを付け、赤外線や無線による通信でＰＣへコート上のど

の位置にいるか信号を送り、リアルタイムでデータ化するなど

の方法が考えられる。ボールを持たないプレーヤーや他のプレ

ーヤーのプレーが簡単に把握できるようＩＴの進歩を期待し

たい。 

 



図４ ボール軌跡図 （コート上のボールの動きとプレーヤー間でのボールコントロールの状況を表す。） 

【完成版ゲーム分析支援プログラム】 ●ゲーム記録入力画面  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ゲーム終了後のゲーム記録の分析・整理＜ゲーム目標別に表示される図・表＞ 抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アナウンサーと入力係の２名で担当しキー
ボードより入力する。「Ａｌｔ」＋「領域の
キー」で入力された領域ボタンは、青く色
が変わるので押したボタンがどれであるか
画面上で確認できる。 

アナウンサーと入力係の２名で担当し、マウスより入力す
る。オフェンス時、プレーヤーはゼッケン番号、プレーは「ド
リブル」「シュート」「反則」｢ゴール｣を入力。ディフェンス
時は、「相手チーム得点」と、「インターセプト」「ターンオ
ーバー」のみの入力。 

上段は全体よりの割合
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パスの回数 11 回 1 ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ

ドリブル時間 1 秒 2 S ×
ボールコントロール時間 23 秒 3

シュート回数 3 回 4

ゴール 0 5 S × ﾘﾊﾞｳﾝﾄﾞ

6 S ×

7

不明

下段は全体のパス回数に対する割合

5 3 2 1

６～８回続
いた

９回以上
続いた

45.5% 27 .3% 18 .2% 9%

２回以下
３～５回続
いた

図１ ボールコントロール時
間割合とシュート率等 

（相手チームとボールコント
ロール時間の比較等） 

図２ ボールコントロールの
領域別時間割合 

（オフェンス時に利用した領
域の状況を表す） 

図３ パスの続いた回数一覧 
（１ターン中のパスが続いた
回数とそのパス回数の割合
を示した図） 



巧みに動ける力を伸ばす鬼遊びの学習 

～何度でも挑戦し、思いっ切り動き回れるルールや場の工夫～ 

 

 座間市立中原小学校  泉田 裕 

 

キーワード： 鬼遊び・巧みに動ける力・ルールや場の工夫 

 

【はじめに】 

現在の子どもたちは、体力･運動能力の長期低下傾向と、運

動に興味を持ち活発に運動をする者とそうでない者との二極

化の状況が見られる。本校でも同様の傾向が見られ、ボール

が当たったときに目がつぶれない、転んだときに手を上手に

つけないなど、自分の体をうまく使いこなせなくなっている。 

これらの原因として、巧みに動ける力が十分に伸びていな

いことが考えられる。１年生から３年生のプレ･ゴールデンエ

イジの時期に、いろいろな運動の基礎となる動きを習得させ

ていく必要がある。 

鬼遊びは、ルールが簡単で、多くの友だちとかかわり合い

ながら、思いっ切り走り、スピードや方向を変え、作戦を立

てながら自然に声や体を使い、誰もが楽しさを味わうことの

できる優れた教材である。 

しかし、巧みに動ける力を確実に伸ばしていくためには、

楽しく運動させていく中で、さらに学習指導法を工夫してい

く必要がある。そこで、小学校低学年におけるゲーム「鬼遊

び」の学習において、ルールや場を工夫することにより、体

を動かすことの楽しさを十分に味わいながら、この時期に必

要な巧みに動ける力を伸ばしていく学習指導法を構築してい

くことを目的として、本主題を設定した。 
 

【研究の仮説】 

様々な動きにつながる鬼遊びを設定し、何度でも挑戦し、

思いっ切り動き回れるようなルールや場を工夫することによ

って、巧みに動ける力を効果的に伸ばすことができる。 
 

【検証授業の実際】 

１ 期 間  平成16年10月19日（火）～10月28日(木) 

２ 場 所  座間市立中原小学校 

３ 対 象  第２学年１組（男17名、女16名、計33名） 

４ 単元名  ゲーム「鬼遊び」 

５ ねらい 

関・意・態 勝ち負けを素直に認め、安全に気を付け、協

力しながら、仲良く楽しく鬼遊びを行おうと

する。 

思考・判断 鬼遊びを楽しむための場を選んだり、作戦を

立てたりしている。 

技能 鬼遊びの易しい遊び方を身に付けることがで

きる。 

６ 学習の道すじ 

７ 単元計画 

  

８ 鬼遊びについて 

（１）ルール・場の工夫 

３種類の鬼遊びを選び、ルール・場を次の表のように

工夫した。 

工夫の 

ポイント 

伸ばしたい巧み

に動ける力 
鬼
遊
び
の
種
類 

何
度
で
も
挑
戦

で
き
る
（
量
）

思
い
っ
切
り
動

き
回
れ
る
（
質
）

工夫した点 
状
況
把
握
能
力 

正
確
に
動
作
を

行
う
能
力 

素
早
く
動
作
を

実
行
す
る
能
力 

  鬼は赤い帽子。 ◎   

○  
鬼にタッチされてもじゃ

んけんをして勝てば逃げ

られる。 

○  ○

じ
ゃ
ん
け
ん
鬼 ○ ○

安全地帯にいれば捕まえ

られない。 
◎ ◎ ◎

  
ボールを持っている人が

鬼。 
◎   ボ

ー
ル
追
い
か
け
鬼

 ○

不規則に弾むボール（Ｚ

ボール、ラグビーボール

等）を使用。鬼はタッチ

したらそのボールを投げ

上げる。 

○ ◎ ◎

○ ○
タグを使用。２本とも取

られたらスタートからや

り直す。 

◎ ◎ ◎宝
運
び
鬼 

○ ○ 攻守交替をする。 ◎ ◎ ◎

  ○工夫している     ◎とても効果がある○効果がある 

ねらい１ 鬼遊びの仕方を知り、仲よく鬼遊びを楽しむ。 

ねらい２ 
ルールを工夫したり作戦を考えたりしながら、追い

かける、逃げる、思いっ切り動き回るなどをして、

鬼遊びを楽しむ。 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６ 
ね

ら

い 
ねらい１ ねらい２ 

鬼遊び

とは  

 

今 日 の め あ て 
ウ ォ ー ミ ン グ ア ッ プ 

ボール

追いか

け鬼 

じゃん

けん鬼 
 

ボール

追いか
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けん鬼 
 

宝運び

鬼 

じゃん

けん鬼 
 
 

ボール

追いか

け鬼 

宝運び

鬼 

宝運び鬼 

は

じ

め 
 
 
 
 
な 
か 
 
 
 
ま

と

め 
振  り  返  り 

まとめ 



 

（２）鬼遊びのルール 

＜じゃんけん鬼＞ ※15～20人で実施 

○ 鬼(６人)は赤い帽子、逃げる人は白い帽子をかぶる。 

○ 鬼がタッチしたら２人でじゃんけんをし、勝った人

は白い帽子にして一番近い安全地帯に素早く入る。

負けた人は赤い帽子にして鬼になる。 

○ 安全地帯は３～４箇所。1人しか入れない。 

○ 安全地帯に入っている人を捕まえることはできない。

誰かが安全地帯に入ってきたら、安全地帯にいた人

はすぐに出る。 

＜ボール追いかけ鬼＞ ※15～20人で実施 

○ 鬼は６人で、３種類(ラグビーボール、Ｚ-ボール、

卵ボール)のボールのうちどれか1つを持つ。 

○ 鬼がタッチしたら、ボールを上に投げ上げる。 

○ タッチされた人は、ワンバウンドしてからそのボー

ルを拾い上げて、鬼になり追いかける。 

＜宝運び鬼＞ ※１チーム６～８人 

○ チーム対抗戦。じゃんけんで勝ったチームが先攻。 

○ 攻める人は宝（紅白玉）を１個持ち、腰に２本のタ

グをつけて川を３本渡る。川を１本渡るごとに１回

ストップする。３本渡り、タグが１本以上あること

を確認して、宝を宝置き場に置く。 

○ 守る人は川にいて、攻める人のタグを取る。 

○ タグを２本とも取られたら、宝を持ったまま外にあ

るタグを２本つけ直して、スタートからやり直す。 

○ 宝１個が１点。宝の数を数え、得点の多い方が勝ち。 

 

【結果と考察】 

１ 周りの状況をよく見ることができたか 

（１）鬼がどこにいるかをよく見ることができたか 

逃げている児童が首を振った回数をＶＴＲから数え、

学習の始めと終わりとを比較すると、「じゃんけん鬼」は

6.4ポイント、｢ボール追いかけ鬼｣は5.1ポイント上昇し、

どちらも0.1%水準で有意差が認められた。 

２ 適切なフォーム、タイミング、スピードで動くことがで

きたか 

（１）状況に応じてステップを使うことができたか 

「宝運び鬼」において、ディフェンスが相手の動きに

合わせてサイドステップを踏んだ回数をＶＴＲから数え、

比較すると、8.1ポイント上昇し、0.1%水準で有意差が認

められた。（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＣＴの計測結果を比較すると、「後ろ歩き」は3.3ポ

イント上昇し、５%水準で有意差が認められた。「横跳び」

は17.2ポイント上昇し、0.1%水準で有意差が認められた。 

（２）状況に応じてスピードの変化をつけることができたか 

逃げている児童がスピードを変化させた回数をＶＴＲ

から数え、比較すると、｢じゃんけん鬼｣は1.9ポイント、

｢ボール追いかけ鬼｣は 1.4 ポイント上昇し、どちらも

0.1%水準で有意差が認められた。 

（３）状況に応じて体勢を整えることができたか 

｢宝運び鬼｣において、クラス全体のフォームの変化を

ＶＴＲで分析した。表１はディフェンス、表２はオフェ

ンスの主要な変化を抜き出し、比較したものである。 

表１ ディフェンスのフォームの変化 

始め 終わり 

  

表２ オフェンスのフォームの変化 

始め 終わり 

  

３ 素早く動く力が伸びたか 

（１）思った方向へ素早く動くことができたか 

体力テストの計測結果を比較すると、「反復横跳び」は

4.1ポイント、「座位ステッピング」は12.3ポイント上昇

し、どちらも0.1%水準で有意差が認められた。 

 

【まとめ】 

１ 研究の成果 

  「思いっ切り動き回れる」「何度でも挑戦できる」という

視点で、目印・安全地帯・不規則に弾むボール・タグ・攻

守交替といったルールや場を工夫することが、巧みに動け

る力(状況把握能力、正確に動作を行う能力、素早く動作を

実行する能力)を効果的に伸ばすことに有効であることが

明らかになった。 

２ 今後の課題 

（１）巧みに動ける力を簡便に見取る方法 

（２）巧みに動ける力につながる動きの捉え方 

（３）巧みに動ける力の系統性を踏まえた６年間の指導計画 

（４）ねらいに即したグループ編成の工夫 

○タグや次の人の動きをよく見て

いる 
○オフェンスをよく見ていない 

○棒立ちになっている 
○腰が高い 
○腰が引けている 

○足が止まり、手だけ伸ばす 
○体をただ投げ出すだけ 
○遅れて追いかけている 

○両膝を曲げ重心が低い 

○柔軟でぶれない姿勢 

○バランスがよい 

○手の位置が腰に 

○体をすっと寄せられる 
○ステップが小刻みで速い 
○サイドステップが多い 

○スピードを急に切り替えること

ができる 

○止まってしまう 
○直線的に走る 
○ディフェンスにぶつかる 

○上半身をきれいにかわす 

○ステップが細かい 
○横に大きく動く 
○左右に振ることができる 

参考文献 

1)大築立志『入門運動神経生理学』市村出版2003年 

2)白石豊『どの子も伸びる運動神経上』かもがわ出版2003年
図１ ディフェンスが相手の動きに合わせて 
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踊る楽しさや喜びを味わう現代的なリズムのダンスの学習 

～場・学習資料・学習形態の工夫を通して～ 

 

厚木市立厚木中学校  広瀬 清美 

 

キーワード：リズムカード グループ編成 交流会 

 

【はじめに】 

現代的なリズムのダンスの楽しさは、リズムに乗って自由に踊

ることや、仲間と自由にかかわり合って踊ることである。心地よい

音楽のリズムに乗って全身で弾んだり、揺れたりすることから心

身が解放される。また、仲間と動きやリズムを共有する体験から、

仲間との一体感を味わうことができる教材である。 

しかし、中学生期は心身ともに不安定で難しい年代であり、仲

間からどのように見られるか不安で自己表現がうまくできず、ダ

ンスと聞くと身構える生徒も少なくない。１） 

本校の、リズムダンスの学習においては、「リズムに乗れない」

「恥ずかしさがある」「友だちとうまくかかわれない」等の課題があ

げられており、生徒はリズムに乗って踊る楽しさや喜びを十分に

味わえていないのではないかと思われる。   

そこで、互いの動きを共有して踊ることができるような場、リズ

ムを取りやすくするようなリズムカード等の学習資料、仲間と動き

を教え合うことができるようなグループの編成等の学習形態を工

夫することにより、生徒の課題を解決していけるのではないかと

考えた。 

以上のことから、本研究では中学 1 年生の現代的なリズムの

ダンスの学習において、場や学習資料及び学習形態を工夫す

ることにより、リズムに乗って体を動かすことや仲間と共に踊るこ

とができ、踊る楽しさや喜びを味わうことができるのではないかと

考え、本主題を設定した。 

 

【研究の仮説】 

現代的なリズムのダンスの学習において、場・学習資料・学習

形態の工夫をすることによって、リズムに乗って体を動かすこと

や仲間と共に踊ることができ、踊る楽しさや喜びを味わうことがで

きるであろう。 

 

【検証授業の実際】 

１ 期 間 平成16年9月21日（火）～11月２日（火）  
10時間扱い 

２ 場 所 厚木市立厚木中学校 

３ 対 象 第１学年１・２組（女子37名） 

４ 単元名 ダンス 「現代的なリズムのダンス」 

 

 

５ ねらい 

関
心
・
意
欲
・
態
度 

現代的なリズムのダンスの特性に関心を持ち、仲

間とリズムに乗って踊る楽しさを共有することができる

ようにする。また、互いの違いやよさを認め合い、協

力して練習したり工夫したりすることができるようにす

る。 

思
考
・
判
断 

自己の能力に適した課題の解決に向けて、練習の

仕方や交流の仕方を工夫している。また、自分や仲

間の動きや取り組みのよさがわかる。 

技
能 

音楽のリズムやビートに乗って踊ることや、仲間と

まとまりのある動きを変化させてさらに楽しめるダンス

にすることができる。 

知
識
・
理
解 

現代的なリズムのダンスの特性や学び方を理解す

るとともに、交流の仕方や鑑賞の仕方を理解し、知識

を身に付けている。 

６ 学習の道すじ 

ねらい１ 

・簡単な動きでリズムに乗って楽しく体を動かす。 

  ねらい２ 

・まとまりのある動きで自由にリズムに乗って楽しく踊る。 

・見せ合ったり一緒に踊ったりして、互いの踊りの楽しさを

分かち合う。 

７ 学習過程 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10

体ほぐしの運動 

  

 

 

 

発
表
会
・
交
流
会
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【結果と考察】 

検証の視点 

現代的なリズムのダンスの学習において、場・学習資

料・学習形態の工夫をすることにより、リズムに乗って体

を動かすことや仲間と共に踊ることができ、踊る楽しさや

喜びを味わうことができたか。 

ねらい２ ねらい１ 

学
習
の
内
容 

時 



１ リズムに乗って体を動かすことができたか 

図１は、学習ノートの自己評価項目「リズムに合わせて動く

ことができたか」についての4段階評価の割合の変化と「大変

そう思う」と「そう思う」と回答した人数を表したグラフである。  

このグラフから1時間目から7時間目までは、学習の経過と

ともに「大変そう思う」と回答した生徒が増加していることが分

かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２は、事後アンケート項目「リズムカードは体でリズムを

取ることに役立ったか」についての３段階評価の割合を表した

グラフである。 

「役立った」と答えている生徒は 32人で全体の 89％である。

多くの生徒が「リズムカードは体でリズムを取ることに役立っ

た」と振り返っていることが分かる。 

                             

                

 

 

 

 

 

 

２ 仲間と共に踊ることができたか 

  図３は、学習ノートの自己評価項目「自分や仲間のよさを見

つけることができたか」についての 4 段階評価の割合の変化

と「大変そう思う」と「そう思う」と回答した人数を表したグラフで

ある。     

7 時間目までは、学習の経過とともに「大変そう思う」と回答

した生徒が増加していることが分かる。これは2人組や4人組、

6 人組とグループ編成を段階的に変化させることで、多くの仲

間とかかわり合うことができ、仲間の様々な動きに触れ、多く

の仲間のよさを見つけることができたと思われる。 

 

３ 踊る楽しさや喜びを味わうことができたか 

 図４は、事後アンケート項目「ダンスの授業を通して踊る楽

しさや喜びを味わうことができたか」についての３段階評価の

割合を表したグラフである。  

このグラフから「はい」と答えている人数は 34 人で、94％の

生徒が、踊る楽しさや喜びを味わうことができたと振り返って

いることが分かる。          

また、表１は、今回の学習全体の感想を抜粋したもので

ある。リズムに乗って踊ることや仲間と共に踊ることで、

踊る楽しさや喜びを味わうことができたことが読み取れる。 

表１「学習後の感想」（抜粋） 

・違うクラスの人とも気軽に楽しめたから、友達づくりに最

適だった。10時間ありがとうございました。 

・いろいろな人と触れ合って、みんなと仲良くなれてよかっ

た。          

・前に比べてリズム感覚がよくなったと思う。 

・たった1０回でこんなに踊れるようになってびっくりした。

以上のことから、生徒は踊る楽しさや喜びを味わうこと

ができたと考えられる。 

 

【まとめ】 

１ 研究の成果 

現代的なリズムのダンスの学習において、互いの動きを

共有して踊ることができるような場、リズムを取りやすくするよう

なリズムカード等の学習資料、仲間と動きを教え合うことがで

きるようなグループの編成等の学習形態を工夫することは、踊

る楽しさや喜びを味わうことに有効であることが明らかにな

った。 
２ 今後の課題 

（１）動きに気付くための視聴覚教材の効果的な活用 

（２）リズムに乗るための教師の支援の仕方 

（３）３年間を見通した学習指導計画の作成 

参考文献 １） 村田芳子『最新楽しいリズムダンス・現代的なリズム

のダンス』小学館2002 
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図１「リズムに合わせて動くことができたか」 
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図３ 「自分や仲間のよさを見つけることができたか」 

図４「ダンスの授業を通して踊る楽しさや喜びを味わう

ことができましたか」 
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図２「リズムカードは体でリズムを取ることに役立ったか」 
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技能を高め、卓球の特性に深く触れる学習 

～学習資料を使った教え合う学習と地域指導力を活用した学習を通して～ 

 

県立麻溝台高等学校  大石 泰平 

 

キーワード：学習資料 教え合う学習 地域指導力 

 

【はじめに】 

保健体育科の目標では、「生涯にわたって計画的に運動に

親しむ資質や能力を育てる」ために「運動技能を高め、運

動の楽しさや喜びを深く味わうことができるようにする」

ことが大切であるとされている。こうしたことを実現する

ために「自己の能力に応じた運動の課題を設定し、その課

題を自ら解決することによって、運動技能を習得したり、

高めたりする」学習を行うことが求められている。 
しかし、本校生徒の体育の学習を見ると、多くの生徒が

意欲的に取り組んではいるが、運動に必要な技能を十分に

高められず、一過性の楽しさは味わえても、運動の特性に

深く触れられないでいる生徒が多く見受けられる。 
こうした原因は、それぞれの種目の技術認識が不足して

いたり、課題を明確にする手立てが不十分であったことが

考えられる。また課題を解決していく取り組みも、生徒同

士教え合う内容がわからなかったり、教え合う活動が少な

かったりしていたのではないだろうか。 
そこで、今回は卓球の学習において自己の課題を明らか

にしていく。課題を解決していく取り組みでは、学習カー

ドを使って具体的にアドバイスをするなど、互いの教え合

う場面を設定する。また、動き方の見本を見せたり専門的

なアドバイスをするなど、個に応じた指導を展開し、効果

的な技能の向上が図れるように、地域の卓球実践者による

指導場面を設定する。 
こうしたことにより、生徒は動きのポイントを理解し、

自らの課題をとらえ、解決する取り組みができるのでは 
ないか。そして、このような学習を繰り 
返すことにより技能が高まり、卓球の特 
性に深く触れることができるのではない 
かと考える。 

 

【研究の仮説】 

卓球の学習において、学習資料を使っ

た教え合う学習と地域の卓球実践者の指

導力を活用した学習をすることによって、

技能を高め、楽しむことができるであろ

う。 

 

 

【検証授業の実際】 

１ 期 間 平成16年11月1日（月）～12月10日（金）  
14時間扱い 

２ 場 所 県立麻溝台高等学校 

３ 対 象 第３学年４・６組（男子8名、女子18名） 

４ 単元名 球技 「卓球」 

５ 単元目標  

関心 
意欲 
態度 

練習やゲームをみんなで楽しむことを目指して 
互いに協力して安全に学習に取り組もうとする。 

思考 
判断 

各自の課題をとらえ、課題を解決する取り組みが

できる。 

技能 卓球の楽しさを味わうために必要な個人的技能 
ダブルスでの技能を高めることができる。 

知識 
理解 

卓球の特性や学び方、個人的技術やダブルスの動 
き方のポイント、練習方法や審判法を言ったり書 
き出したりできる。 

６ 学習の道すじ 

ねらい１ 

○学習資料を活用して、シングルスの４打法の動きのポイ

ントを理解し、課題を発見しながら練習やゲームを行い、

楽しむ。 
ねらい２ 

○ダブルスの動き方を理解し、技能を身に付けながら練 
習やゲームを行い、楽しむ。 
〇シングルスの４打法の技能を高める練習やゲームを行

い、楽しむ。 

ねらい３ 

〇工夫したゲームを高めた技能を発揮して行い、楽しむ。    

 

工夫した内容ごとの取り組み 
課題解決の道

筋 

身に付けて

いく力 学習資料 
教え合う 

学習 
地域の指導力 

教師の指導 

支援 

①目標の 

設定 

技術の認識

技能の確認

４打法の内容

の認識 
 技術を知る 動きの師範 

現状の 

技術を認識
技術の認識 

互いに 

アドバイス 

練習の相手 

(球出し) 

アドバイスす

る視点の確認 
②課題の 

選択 
課題の発見 課題の発見 課題の記入 

課題について

のアドバイス 

課題の発見の

仕方の確認 

③練習 

方法の決定

習得のための

学習方法 
  

個人的アドバイ

ス 

練習方法の 

提示 

④取り組み
習熟のため

の運動 

取り組み状況

の確認 

課題解決の

取り組み 

ゲームへの参

加 アドバイス 

練習・ゲームの

工夫 

課題解決に向けた道筋と身に付けていく力、工夫した内容ごとの取り組みと、教師の指導・支援の関係 



７ 学習過程 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 
ねらい１ 

・学習資料を活用して、 

シングルス４打法の動き

のポイントを理解し、課

題を発見しながら楽しむ 

ねらい２ 
・ダブルスの動き方を理

解し技能を身につける 

・シングルスの４打法の

技能を高め楽しむ 

ねらい３ 
・工夫したゲー

ムを行い楽し

む 

・シングルスの４打法の 
学習 
・ラリーゲーム 

・ダブルスの学習 
・シングルスの４打法の
定着 

・３種類の 
ゲーム 

 

【結果と考察】 

検証の視点 

卓球の学習において、学習資料を使った教え合う学習と

地域の卓球実践者の指導力を活用した学習をすることによ

って、技能を高め、楽しむことができるであろう。 
１ 動きのポイントについての理解が深まったか 

生徒は卓球における個々の技術を認識し、その上で動きの

ポイントについて理解を進め、動きのポイントについて理解

を深めることができたと考える。 

２ 課題を解決する取り組みができたか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１は課題を解決する取り組みにおいて「仲間と教え合う

ことができた」と答えた生徒の割合の変化を示したものであ

る。生徒は課題をとらえ、仲間と教え合いながら解決する取

り組みができたと考える。 
また教え合う学習において、地域の卓球実践者にアドバイ

スしてもらったことを学習カードを活用しながらの学習をす

ることができた。 
３ 技能を高めることができたか 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２は、着目した生徒が、視点にそった動作ができていた

回数を数え、その変化を示したグラフである。これを見ると

いずれも11時間目に数値が増加している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３は「卓球の授業で、技能が高まったと感じましたか」 
についての事前事後のアンケートの比較である。すべての

生徒が「技能が高まった」と感じることができた。 
 生徒は技能を高めることができたと考える。 

４ 楽しむことができたか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４は個人学習カードの自己評価項目「今日の授業は楽し

かったですか」と「少し上達した感じはするか」についての

４段階評価の平均値の推移である。これを見ると７時間目に

「技能の高まり」と「楽しかった」という自己評価の高まり

が一致していることがわかる。生徒は楽しむことができたと

考える。 
 

【まとめ】 

１ 研究の成果 

卓球の学習において、学習資料を使う教え合う学習と地域

指導力を活用した学習をすることが、動きのポイントの理解

を深め、技能を高め、楽しむために有効であることがわかっ

た。 
２ 今後の課題 

（１）具体的な体の動かし方についてわかりやすく示した学

習資料の作成。 
（２）学習における地域の指導者の活用について。 
（３）短時間でフィードバックして学習に生かしていけるよ

うな評価規準の作成。 
 
参考文献 
１）高橋健夫『体育の授業をつくる』大修館書店、１９９４年 
２）倉木常夫『体育授業としての卓球』不昧堂出版、１９８９年 

図２ 着目生徒の技能の変化 
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図４ 自己評価の平均値の推移 
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図３「卓球の授業で、技能が高まったと感じましたか」 

図１ 仲間と教え合うことができたか 
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神奈川県立体育センターのホームページです 

ホームページアドレス http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/40/4317/ 

メールアドレス taiiku-c.4317.joho@pref.kanagawa.jp 

神奈川県では、３０３３
ｻ ﾝ ﾏ ﾙ ｻ ﾝ ｻ ﾝ

運動を推進しています。 

３０３３運動とは… 歩いたり、体操をしたりなど、自ら体を動かす身体運動によって、
自分自身の体力を高め、健康で明るく豊かな生活を営むために、１日３０分、週３回、３ヶ月

間継続して、運動・スポーツを行っていただくキャンペーンです。 
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